
調査研究 業 報
美術 工 芸 研 究 室

日本美術彫刻等修理記録の干Ij行(特別研究) 本年肢は同古のVIとして，京都JfrFの彫刻W108件を

とり上げて整理，研究を行い，1玄IWf，276R，解説209頁 ，写よ'U96頁にわたる修ml記録を公刊し

fこ。

t釜本塑像の復元的研究 (科学研究〕 袈(:11珂I引地跡、;1.¥土塑像断片をIjJ心とした研究で，52年度同

格跡から Itl土した1864J十の従班!， 調査を終え， ζ れに l刻辿するものとして宮放出多賀域~Nil;1:

跡，岡山県久米廃寺，鳥取県奔J'C:廃寺，1tLI.!J県山王Jj~守 ， 武政因分千j 跡なとから山土した盟(象

的J片の調査を行った。(ID CIJ義札佐藤I)<!治，IJI辺，大)協〕

その他の調査 i岐は県!J.i:百liili，奈良県l且版本1"]'， 同広陵 IlIT^，~の各教行委員会の依柏によって名

市町内の仏教美術を中心とした文化財調主i.!ζ協jJした。また，昨年来奈良県下を111心!と仏像の

盗難が相継いだが，犯人が奈良県御所警察:p，.(ζ.iill捕され，発見された仏像約40件について，同

岩の依頼で制査を行った。 ζ れらのrlJI乙は平安後Jþj の ('1二品や主I"J II~f代の在銘品などが注目すべ

きもの数点が合まれていた。

建造物研究室

重要文化財 「紺屋形Jの修理 神戸ili垂水区舛子I"J牛尾吉朗氏の邸内にあったものをやIJ戸rliが

同氏より寄l加をうけ生III区IjJ山手 5111J自のi{1楽問内lζ 移築した工事である。 53(，1".民:は解体工

事 ，54(，F度は組立工事で工事rj1 の復際的調子tと工事指得とを行った。 乙の船底Jf~ はもともと!lI:i

路務主の川御座船として建造されたものであるが，I!JJ治初年!と船木体は失なわれその屋形部分

だけが陸上げされて茶室として使われていた。総二階建てで二階中央の上段の問が御座，その

前方が床凡の問， 後方が次の間とH千ばれる。一階の天:!-Iニ高は本米なら低く 1.25 Jl1しかないが，

ノト回も船舷下の継ぎ足し部分は撤去せず移転前のままとした。ー|二l設の間内法長J可i金具の紋所!こ

表裏あわせて 4度の変濯がある ζ とから ，天和 2イド(1682)から'=j::永元年(1704)のl合l在減した

本多家l時代lζ建造され，以後代々の球主lζ引き継がれ使用されている ζ とがわかった。なお修

班!は年度末で完了し，その修Ell工事判ifl子告が刊f-Jーされている。(知l見〉

近世社寺建築特別調査 日正実施の全lj ，~(1そ!な緊急調子fの成果からある t持定の地域または特定の形

式をjJ!iび，さらに精査を加え重要文化財街定lζ必2fな基礎資料の作製を目的とした。今年度は

間山県津山 111をIjJ心 lζ分 ~(Ij する入/:J:Jffi.主主主入り líIJ H. (，j き本殿〈中山造〉が対象である。そのうち

の八鰯抑制:本jJ役〈津山市北 .1669)が:i4'r1.'.3月l乙指定された。(羽11見上野 ・1:1'村雅市〉

佳離宮建築調査 当{似研H川f先所で 11.協d均』μノ々JしているJ位:宝E凶肉凶縦|佐t7符戸'湖j盗!う主f.は，今d付年l下-皮，~符新T折[(1御何卸l川I殿投 ， 1 1旧E:日Eヨ|行f役詑 j所y刃r(にζついて ， 陸

築技法'後山.の変反貞1箇日所「丹「などl陀ζついてt引行r つた。なお7古h片片~"，一1-〉t」山1

文化財建造物修理用資材需給実態調査 次文;化!斤fが総紘継，彩彰続Ftじ的lと行っている調査で本年度は壁材料， た

たき土 ci料オ〉が対象である。当研究所は委腕を受け長崎， 愛知I両県のたたき土について現地
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調査した。たたき土は文化財建造物や茶室などの古式建築のー却に用いられている程度で商品

として流通していないが，原料は不足しておらず，道路工事現場，土採場から入手する ζ とは

困難ではない。しかし原料，工法には地方差があり，建策の地方色を生かすためにも乙の点は

大切jと思われる。(吉田〕

倉吉市町並調査 文化庁総助金事業lζよる調査。川に沿った土政群がi主観的な中心となる 乙と

はいなめないが，屋敷椛，IIIJの椛造からは表通り !と!日した主崖も無視できない。今回の調査.で

町並の文化財的filli他はかなりある，と認められたので保存計画第定が早急に望まれる。(吉岡〉

民家の報部構造の系統的発展に関する研究 (科学研究〉民家の取11"1沼椛造の類型を整琵!， 分析して年

代的な発展と地方的系i15を明らかにしようとする。熊本県を巾心とする九州，i~1縄各地の現地

調査(民家実査と資料調資)，民家緊急調査報告書!とよる桃造類型の桜漬!を行った。(吉間〉

ギナイ氏研修 ギナイ氏は トルコのイス タンブーJレ国立工学:建築アカデミ ーの準教授で 建築

史 ， 古建築{底辺技術専攻であ る。 H召和5MI~ 9月から55年 3月迄滞在し，我国の古建築，主 とし

て町屋の建築技法と修理技術を調査研究された。氏は国際交流悲金の招i階を受け，当研究所が

受入れたものである。(吉開〉

歴 史研究室

東大寺文書調査 文化庁の委嘱による京大寺未成巻文う!?の調査で，1974年度から継続。未成巻

文iLi・第 3 l~í第 1 2 (艇の 442号から，第 6gf)(楽人鉾人)30号ま での調;!ieを作製した。但 し，そのうち

第 5部(造滋・勧進〉 で別世しである分は未調査である。 ま た写J~搬影については ， tf-l" 3 i(ji第 5

〈売券〉から ，第 3mi第 8(泌状〉まで，完了した。 前年皮』にζひきつづいて，r東大ミ寺与号.文〕古古5E:目録

第 2老巻主JOì第f~ 1 昔部l日~ tぬねむ.到刺雑[庄 . r:l第~2お5雑， 鍔 2部ミ苛!j:法)を刊f行tした。

興福寺典籍古文書調査 従米よりの継続調査。 10月。第53・551須の調査完了。 また輿前寺大和

国総役免坪付帳〈来訪1"l)およ びJJ干要図絵矧楽J少の2Ëj:T~航路をした。

西大寺典籍古文書調査 従米よりの継続調査。 2月。 m761羽調筑完了。

仁和寺典籍古文書調査 従来よりの継続調査。 3月。 上高rrii茨階下.3籍の調査をひきつづき実施

し，第205-207閣の訊i査を終えた。また「三十帖fl!t子」附である行i副首.if消息 1巻および三十

帖策子々組11巻を調査し，写真損援をした。

「法曹至要妙」断簡の調査 3月。 間山県金光町の~:)\':図占ftMfr政「法曹主要抄」断聞の調査

および写:日.jliiJJ長をした。 乙のl祈聞は文和 2正|ミ(1353)只lJ:J欝91附の紙背[ζ，法官主要抄出?p条

と借物条のうち 6ケ所が占2まされているものである。

その他の調査 東寺百合文占調査 6月，8月， 1月， 文化庁美術工芸訟の借定調ftへの協

力。高山寺(協力) 7 月。室生院j~!( i尾張国解文」調査 7月，稲沢i!iの依頼による。京王手観智

院金剛i設聖教調査〈協力) 8月，9月。 静岡県森11別会江志重氏所蔵(小杉偲部旧政〉占跡等調

査〈協力) 8月。寵獄王寺〈協力) 8月。石山王寺(協力) 9月，120正倉院盟諸ー磁調査く協力〕

10月 。東京大学史料編纂所 ():b~家文書など) 1月。
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小杉将，~ íml旧政品には ， 111城国計候tlfrw，'jな ど正倉院文芸!やiiM原定家自主n:rゆ]月記」断簡などが

含まれており ，静岡県より近時目録が刊行される予定である。

平城宮跡発掘調査部

法隆寺袋内の調査 1 制荘地は，Ri院似lf止の伝法立の西南約15m， 来院の西築地lζ接する枕

置にあたる。法隆寺が，ζ こlC[11]を新営する乙とになり ，3矢良国立文化財研究所と航jボ考古学

研究所が共同で事前調査を行った。 京l淀的11政の下回からは， 19341-1斗乙始った修主l'工事によ っ

て ， 政f地宮跡 と推定される大規松な{府立柱~物が発見されており ， 今調査地点、はとれに l珂述し

た辿椛の存在が予想、された。調査は東西5.5m，南北11mの飽1mで行っ た。 発抑区の一部は近

代の瓦沼iなどによって1技法されていたが，最も古い時期の辿椛としては，mhCJ宮[ζIYJ:i!liすると

考えるjliJlJ杉 2を検出 した。乙れは約1.2X1mの規桜である。 次いで ， 平安 1I~1'代の京院修理 lζ

19<1主~ーした侃立柱の東西>>Jf. と ， 瓦をもtんで~ I :筒とした :)1:戸がある。 ζ の井戸は rl '心 IC l lll!1偽を 2 段

lζいれ，ζの井戸1枠枠キキ昔を凹戸角jく聞むよう lにζ6印69白1型と|山11字]形診の「中ドトJ心心L心、自飴飾t前jをもつ

る。 ナ列弁|ド:r中IJからはf後灸lにζもj込必必eべる|限問p糾;オ氷k諜瓦の1破波ω)片Tがu山j土土.。 乙の他，中山.の土*~を合む不拡J膨の法い

土織がある。

さて，1料水輩瓦は，nijiuiと(J!lJiiIiの破片・であるがiUJ射を試みた。前iflilCは鬼而文を飾り，側面1

1ζは唐草文;を表現している。 ;'!，i. l$上市lを " I J~ Iζ('1 : るが ， 下 míは 3fZ ~;Mなようである。 また茅:負の

|科角 lζl絞めこむための三flJ)~の明 りがある。 .g~1-f.I¥sの切り ζみからすると ， 1:ß1 JfJ を鋭jfJ ・ ~，H[J

いずれにも位以可能である。 üíj者は真JfJ の~物lζ ， 信者は八flj 円立への!日途を推定できる。確

実な寸法は，イJlIJT[jの高さ C7.8cm)とjf市iの一郎のみであるが， 師30cm， 長さ39cmlζlU原でき

る。文様の特徴からみて，11.'1'代は平安初JOJと1ft定する。

ζの|関木策瓦や井筒のlliF瓦が東院伽1i:lで{史われたものと仮定すると ，来院の創ll¥や修理lζ|刻

する記録などから ，貞IN"1:. ff \'J の修理!ζ~ j'I:'" れ ，

その後の修即時lと出来されたとfft定する ζ ともで

きる。 C金子〉

;去鋒寺境内の調査 2 IIfHlI53{1:.l文からは じま っ

た防災工事(ζ 伴う調査，である。奈良県教行委員会

との共同調査， ノト年度は ， 仙IJ~;:l~山 の通f!J i先天山

のJfj・ノjく柑えu設予定地，四1tU}J:1肢の上御堂と地限引

の周辺を発掘した。j也i成立地区で奈良 ・平安時代

の洗を検出した以外，ほとんどのj立構が近111のも

のである。 2・3月。(金子-毛利光〉

伯富国分寺の発掘 環境終的にかかる発抑制主主

で，昨年lζつづき雨i門推定地を小心に行なった。

調査区は昨年度ト レンチの東側で，IIIJのj立構は後
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世の削平が著しく ，不1931僚であ ったが，地山を削り 出した1iE也南辺の一部を検出した0 ・基邸前回

からは瓦矧が多く出土している。今回の調査によって，fÿ~門の位置をほぼ推定できる乙ととな

った。乙の他， 塔のT十Jで，寺域の南限講を敵恕した。iJ吉il1教育委員会。 10月。(佐藤丸恥:z，.:DJ)

出土木製品の調査 考古第一調査室では今年度は， りくの 2箇所で行 った。天安lli打布留追跡の調

査。古Jtt時代の木製万剣装只多数， 倭琴などを実測。 5 月 28-29 日(菅原 ・ 金子 ・ 毛利光・~ j:Jニ〉。

兵庫県但応国分寺跡及び~!:!谷追跡の調査 ， 人形 ・ '!!;;j~ ・ J:.~J診など平安時代の祭肥具を多おIIζ 出

土した追・跡。人形， 馬J~~写実測。 2 月(金子〉

美滋国分寺環境整備 大塩iliの依舶により ，今年度は給水工事，修長植栽工事の実施設計，施

工の指導を行なった。 c安!京・問中償法) 4月-3月

三ツ塚廃寺環境盤備 r!ii:占11げの{衣舶により ，今年度は三ツ尿廃寺西辺郎の整地，苑路造成 ・追

椛表示笑施設計の指名lを行なった。 く問中f'[Ut) 11月

環境整備担当者会務 55年 1月31日-2月 1Bo 5匹|図の乙の会議は三重県s宮跡で行なわれ

た。文化庁 ・宮城県 ・福井県 ・広i;3県 ・福間県の常任担当者の他，京都 ・滋賀 ・三重の各府県

~;の参加もあり ， 活発な立見交換が行なわれた。 主な問題点はß宮跡の挫備に附辿して ， 掬i立

柱:hl:の整備について，名研究所から事例の発表が行・われた。また環境整備全般の問題点につい

ても検討が行なわれた。 (問中i'fm-渡辺)

弥勃寺環境登備 |到TIiのIld舗により ， ~跡弥肋ミ5・の :ß'HJ/liIζmJ辿して保存管JldI計四策定のための

指導を行った。c:t.:原・問中1't肱)10月

埋蔵文化財センタ一

美作自分寺跡の調査 回廊と奇域，東 ・西 ・北|綬の確定を目的とした調査のJIJよ与を行なった。

東面回廊，寺域来|泌を闘すとみられる7，Yt，):芥の京雨務椛と推定される玉石敷椛苛:を検出した。

岡山県津山ili教行委日会。 6月 CI週中啄〉

上原遺跡の発掘調査 昨年度lζ引続く調査で，大規松:な{府i立柱建物]洋およびその北l綬・四|但を

闘すとみられる緋を検，'1¥した。 遺跡のf生絡解明は)1(:年度の調:tt1ζ 待たなければならないが，

逃跡の組問は，}，I{西約150m， 南北150m以上と悦定される。 7・9・12月。 気高町教育委員

会。 c山中〕
座光寺バイパス遺跡の調査 ，1i1~術跡とも枇定されている恒川逃跡、における ~lli立柱建物1f(' の調査

指導，JG什の取り上げ処理，新)1:原12号山地丘断iliiの土!日はぎとりの借導を行なった。11・2

・3月。飯悶市教育.委員会。 (工楽・沢凶・秋山〉

薩摩国分寺跡の調査 F.，Yt立では，j四込地業 C46_5XH_5m)， 凝灰岩をたたき込んだ回(，、地業，

磁石を検出した。 金堂の北西部では， 市北年U5 x 4 1百j総柱の碗立柱建物を検出した。 仙Ill~';~中

心部の外の南 ・京 ・北の三辺では菜類iの講を検出し，寺域限定の手がかりをえた。8月-9

月。(間本，山的〉

佐賀茶園原遺跡の調査サヌカ イト原産地内での石関製作所追跡。 良好な生活立地地j袋内lζあ
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3 飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室 常設展示

2む二度示室 特別似1:91Jr絞;11:の仏像」

(1979.3.27--1979.5.6) 

特別展示「飛ぬ時代の古岐

-jf;~Æ会塚 と その!対辺一」

(1979.9.28--1979.11‘11) 

普及

前年同級インフォメ ーションルームで縦覧者の

質問l乙応じている。また特別展示のカタログとし

て 「必;11:の仏像」 及び 「飛鳥時代の古げり を刊

行。

入館者数 (1979.4.1--1980.3.31開館日数303日〉

模造製作

高絵塚717噴出土品C.fi-:fiili金具D

揃ミ~，火iïJi j[~ Jl!iイム ， 石のカラ 卜 ï!ï}]1

4 埋蔵文化財センターの研修・指導

研 修 出版文化:I~ の保護にEますることを目的

として、主t乙地方公共団体の担政文化財ー保巡行政

担当者を対象tζ次の研修を実施した。

(1) II!-l和54 11:':)皮11l[磁文化;I~発掘技術者J.1j門研修

(写真測iil?9.!程〉

1979年5月 9日--5月19R(参加者12名〉

12) IIB和54年度型際文化!t~発腕技術者ー専門研修

〈自然治物課程〉

197911:': 6月111=1--6月23ト1C参力I哨 12名〕

(3) 1昭和54イ|三皮埋蔵文化;t~発Jlìil技術時;一般Wf修

1979{lo 7月23日--8月初日(参加者24名〉

{41 i1!J羽J54{手l皮~11被文化'1-1・発御技術者専門研修

(i遺跡調査課程〕

1979年9月171:1--10月61:1(多加者16名〉

(5) 1113柄15411ム皮11l[蔵文化別発侃!技術者w門研修

〈逃物保存科学手J拒程〉

1979年10月18日--11月 2EI (参加者13名〉

(5) 1府羽]54年度埋蔵文化明発侃技術者専門研修

〈遺跡保存整備課程〉

1979年12月3日--12月12日 (参加者24名〉

(7) llfi稿154年度出版文化:11発縮技術者専門研修

f逃物悠理rJl!程〉
19801(:': 1月281:1--2月91:1(参加者・24名〉

(8) 1昭和54年度以i版文化羽発御技術者特)jIJliJH!彦

〈第 1I到特殊調査技術諜思〉

1980{f三2月14日--2月181:1(委主力iI者u名〉

(9) i1{{拘15，t年度以蔵文化財発縮技術者専門研修

(羽翌日|函i課稜〉

198011三3用3F1--3月13日 (遺書加者18名〉

00) 研修員受入

ア 御やJM治(皮会1"1小俣中学校教諭〕

鹿児博一(三重県立白子高校教諭〉

1979年10月2日--11月20日

奴ヌド; 議論〈除阪ili第四小学校教諭〉

1979年 6月，[1:1--8月3口

イ 小嶋芳孝(石川県立思議文化財センク ー

主事〉

1 979 1 1~ 6 J3 251:1 -6月30日

ウ Oavid AI bert Slawson (米国インディア

ナ大学大学院生〉

1979年 9):121日--12月5日

ェ Bahira AJ-Kaissi (イラク火:化主芸術省考

古総局化学技術〉

Thal叩 aGazie Magid (イラク文化芸術省

考i!J・総局保存佼m日〉
1979年12月171:1--12月21EI 

オ石井 絞 CU1団法人茨城県教育財団主任

7品!査員〕

佐野 iF. (11) 

19801p: 3月21ド1-3月25日

調査整備等指導

〈北海道〉史跡旧下ヨイチ巡上家 Cj.ザ五年〉弘前

城三の丸雌因遺跡， (岩手〉革;f内辿紛;，二戸市上

皇i立跡， ~跡目白沢城跡;， (秋岡〉秋IIl~占幼"史効、

tMIAflll跡，東北縦lT自動車道建設関係iお跡， (縞

)::J) :'J'日宅r跡石地(j詳馬〉新保巡跡，7Ï!~団地

束1~11逃跡， U'?i玉〉半亥銘鉄剣保存， (布JII)羽l

[1，1， .末寺山i!J抗t/tf.， (楠;J.J:)胡:.cr氏巡跡， (長

野〉出光母子バイパス巡跡， 絵本市校iti跡， (岐

阜〉失跡災般国分4・跡， 羽生追跡， .*.断;弥WJミ，~:
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跡， 美濃古窯跡群， (静岡〕伊庄谷繊穴墳ll''f.，

(愛知〕馬見塚追跡，尾張図府跡，石塚TE2定跡，

(三重〉川原井巡跡，務官跡，北郷t也i自跡，天主主:

寺廃寺(滋賀〕枝木原逃跡(京都〉束細野

瓦2足跡，史跡蛇塚古境，小塩地区山岳山林地域逃

跡，恭仁宮跡，上津追跡;，京都市高速鉄道予定地

内逃跡， (大阪)1(l)i・逃跡(兵庫〕緑ケ丘逃

跡，魚、イ主古言宗E止'Ur.，橋本追跡， 丹波三ツ塚廃寺，

(奈良〉 鍵底古追跡，史跡:飛14寺跡，高安城跡"

(和歌山〉道成寺遺跡， 崎の湯湯盈， 船岡山i1!i

跡， (鳥取〕上原巡杭広瀬廃寺跡，伯有国分寺

跡， (!山根〉尼寺原逃跡，史基本沼田城関辿逃跡，

団原逃跡， 出a?国造館跡(間山〕 美作国分寺

跡，東大寺瓦2足跡， (広)~~)寺田廃ミ5・幼;，草戸千

~'fll汀逃跡， (山口〉長門国府周辺遺跡，大内氏巡

跡， (徳山〕阿波国分寺巡跡， (香111)背ノ山登

笈，酋村逃跡， (愛媛〕永和'l山械跡， (高知〕土

佐国街跡， (福間〕太宰府跡関退i史跡， c佐賀〉

茶図原逃跡，九州横断道治跡， 名護屋城， 国府

財;， (熊本〕平原瓦窯祉， (腿児)~i;)隊摩国分寺

跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第20号 l昭和52年度埋蔵文化財関係調査報告f!?一

1'5: 1979年6月30日

第21号 |昭和52年度埋蔵文化財関係記事等掲i紋ー

覧(付行政資料) 1979年8月30日

Pn22号 国分苛与ー発錨調査関係文献日銀 19791ド

12月17日

2む23号逃跡の露出展示 1980 {~ 2月26日

第24号鉄製巡物の保存法 1980年3月3日

第25号 ~ï成文化財淵ままセンターの現状 198011三

3月18EI 

5 その他

委員会等

第 6回飛鳥資料館運営協議会

1979年5月15日 於飛鳥資料館

平:t}(.飛鳥藤原宮跡調査盤侃I指導委員会

1979年5月25日・ 26日 於平城宮跡資料館

築制町並保存夫刀夜に関する研究集会

1979年12月4日・ 5日 於文化会館

外国出張

坪チ1:1tf足 ドイツ考古学研究所 150周年記念国

際研究討論会議出席， ドイツ古代都城逃跡視察及

び調査研究のためドイツ述邦共和国{乙派述。

1979{p 4舟15日~同年 5月4日

佐原 n ドイツ考古学研究所 150周年記念国

際研究討論会議出席及びドイツ古代都減の調査研

究のためドイツ述邦共和国に派i位。

1979年4月15EI-同年5月27日

木 下 正 史 「日本考古展」出品物の開栂，陳

列，撤収及び会期中における管理保全のためのキ

ューレータ ーとしてアメリカ合衆国・カナダに派

-・1・」
孔1.

1979年 4 月 26EI~同年 6 月 1 日

宮本長二郎第 2回アフア太平洋文化財等保設

会議出席及び幹園内の建築追跡の調査のため大将

民l習に派造。

1979{J'-5月27日~同年 6月7日

工藤圭立文部省在外研究員として建造物保存

と修理ー技術の比較研究のためスペイン・デンマー

ク・スウェーデンl乙派iEL

1979年6J'l ，~ 日 ~同年 7 月 28 日

坪;)1術庁足 米国ミシガン大学主1Ulによる日本考

古学に関する国際シンポヲウムl乙参加l及びアメリ

カ先史史跡の保存ーに関する調査と巡跡の視淡のた

めアメリカ合衆国に派述。

1979年10舟3日~同年10月15日

山本忠向 「日本考古展」 出品物の日目網， 陳

列，撤収及び会JlJI中における管理保全のためのキ

ューレーク ーとしてアメリカ合衆国に派遣。

1979年11月3日~同年12月5日

猪口問lt勝 文部省在外研究員として古代境基の

築造法に関する調査研究のためブラツル ・ペルー

-グアテ 7 ラ・メキシコに派iC.

1979年11月 25 日 ~1980年 1 月 23 日

西村康「日本古代文化史皮J出品物のIm.!iil，
陳列，撤収及び会畑中における管理保全のための

キューレーターとしてアメリカ合衆国に派述。

1980午 1月29日~周年3月6日

田中 琢 ギリシャにおける文化財-の保護の沿

革とその保存活用体系の調査研究のためギリシ今

に派i位。

1980年3月17日~同年3月31日

協力事業等

文化庁では1971年度から特別史跡藤原宮跡の国

有化を進めており ，1972年度から当研究所が文化
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り宅地造成など開発にさらされる。国 ・ 県の:filìJJiJ金を受け，~跡指定， 保存計聞に伴う範囲稲;

認調査。石器製作に閲する盟百な資料を i':U土し，新;_il見も多い。佐賀県多久il'i教育委員会。 6

月。(必沢〕

芳賀団地東部遺跡 住居跡の探査に磁気探査がとのように利ハjできるかの検討をili教委lζ依頼

され，現地で測定。 1刊紙iIi教育委日会。 12月。(西村，岩本羽目〉

棄権野瓦窯 瓦窯跡11干の実態を把J尽するための 1稲:秘話，'.j査と して計聞されたボー リング， 磁気

保主t ， 発掘のうち ， 磁気概査を全Túi (ド~ 1ζ按JJ)J。探査市街2100nf強，延4日間の測定で，言足跡と

推定される磁気異;官を 6似l所1活況{。京都市埋蔵文化財研究所。 5月。(泊村，岩本ili怖〉

詰内遺跡出土足跡の切り取り 岩手県術開iIJ所在。 縄文人足跡、の一部を130x 130cmの大きさで

ーヶ所切り保存することになった。ウレタンフォームを利用して切り取り工事をお ζ なしり総

持IJを利用して土壊を乾燥させ，合成樹脂でとれを硬化して仕上げとした。 日本ではl長古の人足

跡と言われ， 博物館~;に広く公1mの予定。(沢~T:I .秋111)

上里遺跡出土人骨の取り上げ 岩手県ニ戸市所在。 人'l'J・八休が却!納された土城を現場で結託で

きないため，室内IC/U土状態のまま搬入する ζ とになった。切り]反り作業の工程を現地指導し

た。(沢悶〉

桟木原遺跡出土登窯の移設保存 滋賀県大i:llili所在。大t，1上京11.]'代の登熊で，1m口4.9，奥行6.3，

高さ5.2m。 吉宗内壁iliiを合成樹脂で'li!1!化， ;<J;内郎をワレタンフォ ームで充j長補強， 窯口を除

く三{JlIJ市lを鉄筋コン クリー卜で保挫し，ζ れをコロで国道バイパスルー トから30m移動する昔1・

断。本年度は窯内の樹脂磁化とウレタンフォ ームの充駅lと係る引地指諒をおこなった。(巡物処

理，保存工学研究室〉

蛇t霊古漬石室の応急保存処理 京都市所:{Eo R;;i( tJ.岩石を組みあげた石室の桃造上の安定はき

わめて怒し根木的な保存対策を急務とするものである。今回は，ζ れら組みあげ特石の白地

を埋める漆l喰ょうのものの剥落防止の処理をお乙なった。 (沢[H，秋山，内田〉

伊庄谷横穴群出土木棺の取り上げ Ji争hY.jTli所在。 岡市は300X 150cIllの純聞に広がる木村をwオ

状態のまま取り上げ， 展示するととを計副。 ウレタンフォームを劇場発泡させて木枯を姻包

・保iill!し， 取り上げた。 ζ れらー辿のJ反り上げ工法， 並び lζ 保存処躍について:g~j也{旨噂し

た。 (IIISIII，沢|到〉

研究集会「遺物保存の技術検討会J 3月17，181:1の両日 ， 出版文化財センター研修械にて60名

が参加して開催された。 ilj土造物の保存処理事業は，ノト口広く PJl併されるよう lζなり ，当埋蔵

火化財 センターが主催する「保存科学諜程」の研修も軌道lζのり ，各地の機関でも活発に保存

処克Ilがおとなわれつつある。 本検汀会では各機I~J の但当官が-1止に会して，保存処Jlliの実例を

報告し合った。 12名の~，W泌発表の後 ， 参加者相互の経験を~か しての討論がお乙なわれた。な

お，今回のテー<"ICは，出土泊物の":Jでも，特に破壊しやすく ，保存の困難な金Jis，製造物と木

製辿物の保存問題を取り上げた。(辿物処迎研究妥〉

- 67ー


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7

